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千葉県立長生の森公園千葉県立長生の森公園

国庫補助事業再々評価国庫補助事業再々評価

千葉県県土整備部公園緑地課千葉県県土整備部公園緑地課

事業箇所図
Ｎ

（主）千葉茂原線

長生の森公園
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現況空中写真

南側区域

北側区域

○南側区域（供用済み １０．２ha）
・野球場 センター122ｍ 両翼98ﾒｰﾄﾙ

平成１４年度供用開始
・テニスコート 砂入り人工芝 ８面

平成１５年度供用開始

・ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 ６面 平成１６年度供用開始
・駐車場 普通車：132台

平成１６年度供用開始

○北側区域（未整備 ３８ha）

社会経済情勢等

１．１．地球温暖化対策や生物多様性の保全等を背景に、緑地の持続的な保地球温暖化対策や生物多様性の保全等を背景に、緑地の持続的な保
全と活用に対する意識が、近年急速に拡大して全と活用に対する意識が、近年急速に拡大している。いる。

２．２．施設づくりや管理運営への県民参加の促進施設づくりや管理運営への県民参加の促進が求められている。が求められている。

３．効率的な３．効率的な公共投資の公共投資の観点から、観点から、投資効果を早期に発現することが求め投資効果を早期に発現することが求め
られていられている。る。

４．４．長生・夷隅地域の一人当たりの公園面積は平成１８年度末で長生・夷隅地域の一人当たりの公園面積は平成１８年度末で3.323.32㎡㎡／／
人で人で県平均県平均値（６．１２㎡／人）値（６．１２㎡／人）を大きく下回っており、当地域では公園整を大きく下回っており、当地域では公園整
備の必要性は高い備の必要性は高い

５．南側区域でのスポーツ施設での大会開催時等に駐車場が不足しており、５．南側区域でのスポーツ施設での大会開催時等に駐車場が不足しており、
駐車場の拡充要望が強い駐車場の拡充要望が強い
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計画見直しの視点

１．里山の自然環境を考慮し、現況地形や植生を活用する１．里山の自然環境を考慮し、現況地形や植生を活用する
２．事業費の縮減と早期利用のため、大型施設の取り止めや２．事業費の縮減と早期利用のため、大型施設の取り止めや
施設整備水準の見直し施設整備水準の見直し

３．計画への県民意見の反映や県民参加よる管理運営をはかる３．計画への県民意見の反映や県民参加よる管理運営をはかる

ワークショップワークショップ

見直しの経緯

平成１４年度 千葉県土木部・都市部所管国庫補助事業評価監視委員会

「社会状況の変化を考慮した北側区域の施設整備の

計画見直しをした上で、継続が妥当である」

平成１６年度

基本構想見直し（パブリックコメント実施）

～１７年度

平成１８年度 基本計画の見直し （ワークショップ開催）

平成１８年度～ 基本設計見直し



4

土地利用計画図
見直し後（案）見直し前

総合競技場

健康の館

わんぱくの館

多目的広場ｿﾞｰﾝ
体験広場ｿﾞｰﾝ

保全活用・
展望ｿﾞｰﾝ

ｴﾝﾄﾗﾝｽｿﾞｰﾝ

運動広場

体験広場

多目的広場ゾーン

ｴﾝﾄﾗﾝｽｿﾞｰﾝ

体験広場ｿﾞｰﾝ

保全活用・

展望ｿﾞｰﾝ

駐車場

芝生広場

散
策
路

計画見直しの概要

残事業全体事業費残事業全体事業費

総事業費

２９億円

１億円

３０億円
７０億円の削減

大規模施設

△４０億円

整備水準等

△３０億円

削減内容

用地費

施設費 ７３億円

６８億円

１４１億円

見直し後（案）

９９億円１４３億円

１億円６８億円

１００億円２１１億円

見直し前

事
業
費

平成５年度～平成２４年度 平成５年度～平成２９年度事業期間

総費用

総便益 ２９３億円

１８２億円

２６６億円

２３５億円

１．１３ １．６１
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
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評価対象とする便益

１ 直接利用価値

県民が直接的に公園を利用することによって生じる価値

２ 間接利用価値

公園が環境の維持・改善、景観の向上に役立つ価値

公園が災害時に担う役割にかかる価値

費用便益比分析結果（見直し（案））

供用開始
年度

部分供用：平成14年度
全体供用：平成29年度

２９３億円

１８２億円

１．６１

平成１９年

総便益

総費用

Ｂ／Ｃ

基準年

合計

維持管理費

施設費

用地費

費用の現在価値

２９億円８２億円

７８億円

１８２億円

２２億円

２９３億円合 計

１４４億円防 災

１２０億円環 境

直接利用

便益の現在価値

１８２億円１８２億円
＝＝１．６１１．６１

２９３億円２９３億円
Ｂ／ＣＢ／Ｃ ＝＝

１７万世帯１５万世帯誘致圏世帯数

４８万人４７万人誘致圏人口

平成19年平成１４年

山武・長生・夷隅地域１７市町村誘致圏

改訂大規模公園費用対効果

分析手法マニュアル

算出

マニュアル
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対応方針（案）
１ 社会経済状況や県民ニーズ等を考慮した計画見直しを進めていること

２ 既に用地確保をほぼ終えているうえ、地元からも早期完成が望まれて
いること

３ 北側区域の整備により既に供用している南側区域の利用促進が見込め
ること

４ 茂原市の広域避難場所に指定されており、地域防災計画上重要施設で
あること

整備の必要性は高い

継 続


